
TD VISUALIZATION

　分かりづらいと言われるこ
とも多い現代美術の制作過程
やその背景を伝えるという観
点から、『日常としての表象』

（2007 年）は作家自身の日常
を記録し、生のあり方を表象
する表現として制作した。一
方、『よしことしゃんらんがわ
たし』（2012 年）は祖父の生
きた時代感覚の追体験を試み
る表現である。映像独自の時

間体験において、私たちをと
りまく世界を新しい形で捉え、
人間の「生」を描く映像の実
現をねらいとした。
　近年は研究者や調査地の
人々の感性を「暮らしの目線」
から映像で記録している。こ
れ ま で、 地 球 研とのコラボ
レーションにより、YouTube
や iTunesU での成果公開、地
球研オープンハウスでの映像

活用、フランスを代表する庭
師ジル・クレマンに寄り添い
制作した映画『動いている庭』
の公開と連続講演会を展開し
てきた。
　今後はフィールドを記録す
る中で見える「人間性」を描く

「映像作品」とフィールドの諸
課題を学び「反転授業」に活
用できる「映像教材」の二軸
での制作を行う予定である。

　博物館映 像学では、映 像
素材すなわち加工や編集の前
の映像データを、博物館の標
本、美術作品や史料と同意義
と捉え、「学術映像標本」と
位置づける。その対象は、自
然科学や人文科学の研究・教
育全般とし、動きのある有形・
無形の事象を記録することが
可能である。映像素材を標本
として扱うことで、その研究・

収集・保存・教育・展示・広
報に広く活用するための学問
である。
　「展示」への活用事例として、
2014 年に北大総合博物館で
の『学船 洋上のキャンパスお
しょろ丸』展を紹介する。Ⅴ
世へ代替りする際に造船の様
子を収めた映像を制作、あわ
せておしょろ丸の 100 年以上
続く歴史を収めた図録を制作

した。さらに AR 技術により
特典映像へのアクセスを可能
とした。洋上で収録している
と、予想外の出来事が撮れる
こともある。「展示」へと活用
する際には、観る側にどう映
るかの配慮も欠かせない。
　「広報」への活用事例として
は、今年度制作した高エネル
ギー加速器研究機構プロジェ
クトの映像を紹介した。

一緒に TD｜Transdisciplinarity をアートしよう

―映像メディアを活かす超学際研究の表現系の探求
「暮らしの目線」に見るフィールド研究の感性

―研究における映像利用の事例研究
映像を中心とした教育研究

2017 年 1 月 31 日、北海道大学工学系教育研究センターのスタジオにて、TD 研究に映像やアートを活用することへの可能性をテーマ
にワークショップを行いました。映像を活用した研究事例を専門家にお話をいただいた後、参加者による討論が行われました。
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知性化され、ステレオタイプ化された関係か
ら解き放って、世界とのより直接的な相互関
係に誘う映像作品の制作を行う。近年、研究
者や専門家に密着しながら世界各地の多様な
自然文化を記録し、昨品を制作している。

著書に『フィールド映像術 (FENICS 100 万人
のフィールドワーカーシリーズ 15)』（古今
書院、共著）』など。毎年 2 月に北大キャン
パスでスノーボードと映像制作を組み合わせ
たユニークな授業を行っている。
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北海道大学高等教育推進機構
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TD 研究の中に映像を取り入れていくと言うのは、単なる事実
の記録ではなく、作り手の考えや伝えたいメッセージが重要視
されるのでは？（船水）　これまでのサイエンスコミュニケーショ
ンは専門家のアウトプットをいかに非専門家に分かりやすく伝え
るかがメインテーマだったように感じている。TD のカギとなる

「協働」におけるトランスサイエンスコミュニケーションとはス
テークホルダーと研究者が平等に対話することであり、映像は
同じ課題に向き合い、各々の理論をもって考えてもらうための
きっかけとして非常に効果的と考えている。知識の伝達だけで
なく心を揺さぶるツールでもある。（片岡）

映像が人の考えや行動を変えた例として、福島県昭和村の「か
らむし織」の記録映像や、岐阜県東白川村の野鳥保護のため
禁止された「カスミ網猟」を題材とした映画『鳥の道を越えて』
がある。前者は伝統が薄れていく中で、過去に記録された映
像が時を経て、村の伝統文化を再認識するきっかけとなり、後
者は人々が映画を通して途絶えた鳥猟文化を伝えていくことの
大切さに気づくというものである。（三村）　出来上がった映像
を見てもらうことももちろん大切だが、TD 研究においては関係
者が映像制作を通して、課題を共有しひとつになることそのも
のに価値があるようにも感じる。（藤田）

ハーバード大学感覚民族誌学ラボのステファニー・スプレイ、
パチョ・ヴェレズが監督する映画『MANAKAMANA』では雲上
にたたずむ聖地マナカマナ寺院へ続く片道 10 分のロープウェイ
内の様子を約 2 時間、ワンカットで切り取る。情報伝達や感動
と言った概念から離れ、観る人に思考の時間を与える。（澤崎）　
デザインや絵に時間の流れが全くないわけではなく視線の誘導
はできるが、基本的には観る人の自由。（和出）　フィールドで
撮影中に色々な風景を見た後に、ホテルの壁に掛かった絵がと
ても印象的に映ったことがある。映像に限らず、アートに流れ
る時間というものが存在する気がする。（澤崎）

今日のような TD 研究における映像やアートの考察というのは
今までにあまり例がない。研究者が映像制作を依頼するので
はなく、一緒に映像を研究したいと考えている。（船水）　映像
というものがこれだけ世の中に普及して、教育や研究への活用
が重要視される中で、文学的側面、認知心理学的側面等の切
り口から映像を考察する学問は多々あっても、純粋に「映像」
を体系化した学問と言うのは無い。TD 研究の中で映像を考え
ることで、今まで映像を捉えてきた学問分野の枠を越えた新た
な「映像学」として概念の体系化ができれば、世界的なインパ
クトも非常に大きいと感じる。（藤田）

TD 研究における映像の役割 映像が人をどう動かすか？

映像による時間体験 TD映像学？！

DISUCUSSION

Transdisciplinarity？
TD を「 学 際 」 の 発 展 形 と
する 考 えや、「 トランスサイ
エンス」 の 課 題 解 決とする
考えがある。 科 学だけでは
答えを出せ ない その 難しさ
ゆえ、 研 究 者は原学 際 的＝
Multidisciplinary を脱していな
いのではないか？ TD のカギ
を握るのは何でしょうか？

TD Research
TD 研究の 3 ステップは１) 問
題の構造化 ２) 問題の分析と
知の統合 ３) 研究成果の社会
実装とされている。ステーク
ホルダーとの「協働」である「知
の統合」は社会実装の前に位
置付けられ、問題解決のため
には、「共通の言語」による対
話が必要不可欠である。

映像？
一度にたくさんの情報を伝達
すると言われる映像は受動的
なメディアで、観る人が速度
や順番をコントロールできな
い。それにより、時間の流れ
とともに、「気持ちの流れ」が
生じ、視覚情報＋聴覚情報以
上のコミュニケーションが可能
である。

TD Visualization
「協働」とはトランスサイエン

スコミュニケーションの上にな
りたち、サイエンス側の研究
者が伝えるべきはサイエンス
の 2 つの価値。一つは社会が
享受する技術、もう一つはサ
イエンスの中にある感動。映
像の心理学で非専門家も共感
させられるのでは？

TD×VISUALIZATIONを考える サニテーション価値連鎖プロジェクト　片岡 良美

船水 尚行（地球研 / 北大），澤崎 賢一，藤田 良治（北大），三村 豊（地球研），
和出 伸一（地球研），角井 博則（北大），徳田 浩平（北大），片岡 良美（北大）

北海道大学のｅラーニング制作スタ
ジオの見学を行い、映像制作やコン
テンツの著作権等について制作スタッ
フとの意見交換を行いました。

TOUR 北海道大学 大学院工学研究院 工学系教育研究センター
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